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図１３．離れた所に住む親戚との付き合い
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図14．町内会が組織する集会|こ参加しない理由
Ⅳ＝6７（不明を除く）．
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図12．親しく付き合っている近隣があるか否か（｝帯
国者の立場別） れたと思い，親戚付き合いをしなくなる．無論，財産
分与とか，貧しい者への蔑視などで，帰国者は冷たく
されたケースが少なくないということも事実である．
２）町内会が組織する集会（地蔵盆などの行事や団
地における草刈り・大掃除等の集団行動）につ
いて
不明を除いて，５割強（82/149）の帰国者は集会に
参加し，４割強（67/149）の帰国者は参加しないこと
がわかった．
参加する理由として，「日本人の習慣を理解するこ
とができるから」４４％（35/79)，「義務だから」４１％
(32/79)，「連絡と関係を促すことができるから」３８％
(30/79）などがあげられている．なお，参加しない理
由として，「言葉が通じないから」７３％（49/67)，「誰
も知らせてくれないから」４６％（31/67）などがあげ
られている（図１４参照)．一方，６割弱（35/60）の
｢子女」がこのような集会に参加していないのが特徴
的である（図１５参照)．
町内会が組織する集会に参加することは中国帰国者
の近隣・地域との交流にも，住生活の向上にも有益で
あると思われる．しかし帰国者は言葉のギャップや，
会合があるという知らせが帰国者のところに届かない
｢子女」が日本の言葉や近隣付き合いの習慣にとくに
不慣れなためと思われる．
離れたところに住む親戚との付き合いについては，
35％（51/148）が「親しくないが形式上付き合ってい
る」と答えている（図１３参照)．「形式上付き合って
いる｣，あるいは「ほとんど付き合っていない」と答、
えた帰国者にその理由を尋ねたところ，「言葉が通じ
ない」が６５％（47/72)，「冷たくされた」が３２％
(23/72）との回答が得られた．言葉のギャップがある
上に，距離的に離れて住まわざるを得ない中国帰国者
には，親戚付き合いにもマイナス影響を与えているこ
とがわかる．一方，帰国者に対する親戚の対応の仕方
が問題として指摘できる．中国帰国者の生活様式は文
化的には中国式であり，生活習慣においても中国人そ
のものであることは前述したとおりである（4-(1)-1)～
4)，４－(2)-4))．中国においては，人々は近隣関係を大
切にし，親戚間のつながりも強い（川畑等1986；千
石等1992)．ゆえに，日本に引き揚げてからも中国に
おける親戚関係と同じような親戚関係を求めるが，日
本人は淡々と対応するため帰国者は戸惑い，冷たくさ
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｢ベッドがない」「シャワーがない」などの諸側面にお
いて不便と感じている．帰国後の年数の増加に伴い慣
れる面（｢大きい声で話せない」「ベッドがない｣）も
あるが，そうでない場合もある．
（３）接客習慣，近隣付き合いなどの側面においても
不便と感じている．近隣付き合いや親戚付き合いの中
で，相互理解が足りないため「冷遇された」と思った
ケースもある．日本においては，ごく普通で一般的な
接客の仕方や親戚の対応の仕方であるにもかかわらず，
習`慣の違いにより，帰国者は過敏に反応し冷たくされ
たと思うこともある．ゆえに，近隣や親戚の対応の仕
方が問題として指摘できる．
中国帰国者と近隣，あるいは親戚との付き合いが睦
まじくなるように，また誤解がさけられるように，中
日両国における住文化や生活習慣の違いを双方が知り，
お互いに理解し合うように努力しなければならない．
行政側としてもその方策を検討すべきであると思われ
る．
（４）帰国者が町内会に参加しない理由の一つとして，
町内会が組織する集会に関する知らせが帰国者に伝わ
らないことがあげられている．ゆえに，地域や町内会
の責任者として配慮すべき点が不十分であることが問
題として指摘できる．
以上述べた内容をまとめると，次の３点が今後の課
題としてあげられる．
①言葉の問題は帰国者の住生活ひいては生活全般
に波及している．したがって帰国者の根性のある日本
語の習得姿勢，およびそれを可能にさせるための施設
計画などの方法について．
②中国と日本における住文化や生活習慣の違い，
および帰国者の具体的な事情を配慮した上での住まい
方アドバイスの入手方法について．
③帰国者を閉鎖的な立場から脱出させるためには，
地域や町内会の責任者からの理解と配慮等が欠かせな
い．地域や町内会の責任者に対する意識啓発について．
■人Np1２
男子N■３
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図15．町内会が組織する集会への参ｶﾛ状況（帰国者
の立場別）
ような閉鎖的な立場にいることにより，結果的には参
加しないことになっているものと思われる．また，体
には日本人の血が流れているが，文化的にも習慣上も
中国入その者である「子女」たちにとって，町内会や
町内会が組織する集会に対する意識が不十分であると
いえる．地域の人達と帰国者との仲が睦まじくなるよ
うに，相互の理解や，自治体や地域組織の配慮，およ
び帰国者本人の地域に馴染もうという積極的な姿勢が
必要であろう．競争の激しい現代の日本社会において
は，人々はますます忙しくなってきたため，サービス
業界も高レベルのサービスを提供するようになった．
その結果，人々は他人を頼らなくても生活していける
ようになったためか，人と人との触れ合いが少なくな
り，ついに「個別化」等の問題が社会問題として提起
された．本来言葉のギャップにより情報源を閉ざされ
た帰国者にとっては，こうした環境のもとで，生活し
ていくのは容易ではないことが推測できる．ゆえに，
言葉のギャップがあるから町内が組織する集会に参加
しない，町内会の組織する集会に参加しないからます
ます閉鎖的になり，言葉も上達しない，といった悪循
環をなくするためには，帰国者と地域の人達の双方の
努力が求められると思われる．
５．要約
本報では，中国と日本における住文化や生活習慣の
違いが帰国者の住生活にもたらす影響を明らかにした，
結果は下記の諸点に要約できる．
（１）言葉が不自由であることは，帰国者が中国と日
本における住文化や生活習`慣の違いを理解することを
妨げ，帰国者の住生活ひいては生活全般に影響を及ぼ
していることが明らかになった．
（２）中国と日本の住文化や生活習慣の違いにより，
帰国者は①「空間が狭い」「大きい声で話せない」
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